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 要 旨 

目的： 

アジア系米国人の飲酒に対する民族の飲酒文化の影響とアジア民族文化コミュニティへ

の参加の度合い(民族の言語を用いる頻度など)との関連について調査した。 

 

方法： 

対象者は、国民の代表的なサンプルとして 2004 年から 2005 年に調査された「the Wave 

2 National Epidemiologic Survey of Alcohol and Related Conditions data」の 952 人のア

ジア系米国人とした。解析には多重ロジスティック回帰モデルを用い、出生地によって階

層化した分析もおこなった。 

 

結果： 

経済的ストレス、基本特性で調整すると、民族の飲酒文化と飲酒量に正の関連を示した。

民族の言葉の使用が多いなど民族文化コミュニティへの参加が多いと関連が弱くなるとの

仮説は、米国生まれのアジア系米国人で支持された。 

 

結論： 

民族の飲酒文化はアジア系米国人における飲酒に影響しているかもしれない。民族の飲

酒文化の影響は、民族文化コミュニティへの参加の度合いによって変わるかもしれず、移

民における有害で危険なアルコール使用を減らすための介入のために、飲酒に著しく影響

を及ぼすかもしれない移民コミュニティで生じる文化的および社会過程を調査する必要が

ある。 

 

 

 

 

 


